
（別紙４）

～ 令和7年11月14日

（対象者数） 3 （回答者数） 2

～ 令和7年11月14日

（対象者数） 3 （回答者数） 2

～ 令和7年11月14日

（対象数） 3 （回答数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

研修に出席し現状でできることに取り組んでいく。

2

3

保護者の方との面談の機会を多く設定することができ、学校と

保護者との橋渡し的な役割を担う事ができる。

面談を多く取り入れ意向を確認し支援を行える。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

専門職が不在である事から支援方法へのエビデンスがうすい 専門職の不在

令和7年10月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和7年10月1日

○事業所名 Kids　サポート　遊楽　

○保護者評価実施期間 令和7年10月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


